
１．はじめに

本工事は、福岡県大牟田市から佐賀県佐賀市に
至る主要地方道の県道大牟田川副線の幅員狭小や
線形不良といった課題を解消するため、柳川市南
浜武内において大開橋の架替及び、道路拡幅を行
う工事である。

工事概要
�１ 工 事 名：県道大牟田川副線大開橋函渠設置

工事
�２ 発 注 者：福岡県 南筑後県土整備事務所

道路課 県道建設係
�３ 工事場所：福岡県柳川市南浜武
�４ 工 期：平成２７年１１月１１日～

平成２８年８月３１日

２．現場における問題点

①県道大牟田川副線本線からの雨水が既設側溝へ
集水され現場掘削箇所へ排水されているためド
ライワーク施工。
②降雨による法面浸食。
③障害物等による鋼管杭打設中の杭芯のズレ。

３．工夫・改善点と適用結果

これらの問題に対して改善策を検討した結果、
下記の対策を講じた。

①雨水の排水方法。
②法面浸食防止対策。
③鋼管杭打設時の杭位置ズレ確認測量。
④鋼管杭打設用定規設置。
①県道大牟田川副線本線からの雨水が集水され施
工箇所への流水が予測されたため、既設側溝にコ
ルゲート管（φ１５０mm）を接続し、現場内排水ポ
ンプ設置箇所へ集水し現場外へ排水を行った（図
―２）。
②既設函渠撤去施工後は法面掘削を行い、１月～
５月中旬の埋戻施工時までは降雨による法面掘削
箇所の崩壊が予想されたため、法面部全面にシー
トを設置し、法面浸食を防止。又、法肩部には土
のうを設置し施工箇所への流水を防止（図―３）。
③鋼管建込時及び打ち込み時の杭芯ズレ防止のた
めに、光波計によるノンプリズム測距にて測定し、
鋼管杭位置の確認測量を行いながら施工を行った。
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結果、偏心量 規格値１００ｍｍ以内に対して実測
値（最大値３１mm～最小値４mm）と高精度で施
工し品質向上に繋がった（図―４）。
④鋼管杭施工において杭打設時の偏芯量を少なく
する対策として、導杭（H形鋼）を打ち込み、導
杭にH形鋼を井桁に設置し定規とし、バイブロ
ハンマ先端（鋼管杭）の位置を保持することがで
きた。又、鉛直度を２方向から確認することによ
り鋼管杭打設の精度を向上させることができた
（図―５）。

４．おわりに

今回の工事では、上述のような対策を実施した
ことで、鋼管杭芯ズレ防止対策においては、規格
値の５０％以内で施工でき品質向上に努めたのであ
る。雨水の排水対策、法面浸食防止対策において
も、水没及び法面浸食無く、安心して施工するこ

とができた。
今回の工事で、現場周辺は漁業者及び耕作者の
交通量が多く、通行車との交通事故が懸念された
が、協力業者と入念に打合せを行うことで全作業
員へ注意箇所などを周知できたので事故を防止す
ることができた。又、現場に近接した田畑の耕作
者に作業内容の説明を行い住民の方と頻繁にコミ
ュニケーションをとり、スムーズに現場を進める
ことができ、工期内無事故・無災害にて完成出来
たことを大変嬉しく思う。今後も無事故・無災害
に向けて取り組み、近隣住民の方々への配慮を怠
ることなく、全作業員で現場完成を目指して行く
と共に、今回の工事での経験を今後の工事に活用
したいと思う。
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